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1. はじめに
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交通問題は，歴史上，経済・社会的側面において，重要な問題を呈示してきた。交

通問題IL関する学問的体系化がおくれているといわれる背景ILは，近代交通業の発達

の後進性があるともいえよう。交通業が独立した lつの産業として社会的に確立され

たのは，乙乙五十年前後といっても過言ではあるまい。

今日，海港問題IC関して体系的研究が進められているが，広範な分野と接触し，学

際的研究が必要であると同時lζ，さらに細分化し社会科学，とくに経済学の観点から

海港のあり方が研究され，分析される乙とが望まれると乙ろである。

乙乙lζ海港ばかりでなく交通問題を総合的にアプローチするシリーズがある。 MI 

T出版（MassachusettsInstitute of Technology Press) ILよる交通シリーズ

である。それには「都市交通システムJ• 「自動車と環境J' 「都市交通システムの

基縫分析Jなどが既IC刊行されており，その内，海港を経済学からの側面から分析し

たものが本書である。それは， MI T出版シリーズの第八巻の公刊で・あり，海港問題

を計量経済学の応用ILより分析を試みようとするものである。著者のJ.0. Jansson 
は，スウェーデン国立陸上交通研究所（SwedishNational Road and Traffic 

Research Institute）の主任研究員であり， Dan Shneersonはハイフ ァ大学

(University of Haifa）の経済学者である乙とを銘記してお乙う。

2. 本書の特徴

現代の経済活動ICとって国際貿易は，体制の相違IL関係なく必要不可欠であり，孤

立国では存立しえない。乙の貿易を実施する上で海上輸送は，他の交通手段と比較し

えないほど重要なものと恩われる。その場合，海上輸送にとって船舶をはじめ，各種

の交通手段を結合，調整せしめる海港の役割を重視せねばならない乙とは当然である。

海港の主要な問題には整備計画，経営，料金決定問題などがある。

本書の研究は，発展途上国において，現在計画段階にある新しい海港から，コンテ

ナ貨物や大型船を取り級うために再整備され，既1ζ完成したアメリカ，ヨーロッパな

どの先進国の海港IL至るまで，広範囲にわたって近代経済理論を海港の経営IC適応さ
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せようとするものである。そのために本筈では，海港組織と技術の史的発展，生産方

法，短期及び長期費用分析，海港機能，価格決定方法，投資方法などの分析，研究を

行うものである。

本警における研究の特徴のlつは「待ち行列の浬論」（QueuingTheory）を分析

手法として用いている点である。乙の理論は，例えば，病院における患者の待ち合せ

の行列や，飛行機の空港ICおける待ち合せの行列など，一般になんらかのサービスを

受けるために．行列をつくって （実際ICは行列を作らなくても実質的に作る場合も同

等lζ）待ち合わせる乙とが多いが，乙の行列の構造や構成の過程を数学的IC分析しよ

うとするものである。待ち合せ行列の系列は以下の4つの事情IC依存する。

(1）窓口の数

(2）行列の規則

(3) 客の到着間隔の分布

(4) サービス時閣の分布

すなわち，待つ乙とになる確率であるとか，待っている者の数がどの程度かである確

率とか，待っている者の平均数であるとか，待つ平均時間などを理論上から導いて，

乙れを実際17.::適応させようどするものである。

乙の理論は本研究で，一定時間取扱貨物費用や混雑費用（CongestionCosts）と

いった独特の変数の測定を必要とする海港システムの特殊な環境IC適合するように用

いられている。前述の4つの条件を著者の分析方法IC従って海港システムICあてはめ

てみると，

(1) パース数

(2) 特定パースIC係留可能な船舶トン数の限界

(3) 船舶の到着時間の分布

(4) 荷役作業IC必要な時間数の分布

という乙とになろう。以上のような条件のもとに，いわゆる船ごみによる費用の発生

なども考察IC加え，生産性極大，費用極小の理論を導び乙うとするものである。

そして，導き出された理論は，個々の海港ICのみ適応されるものではなく，当然，

全ての海港システムiとまで適応されてゆくものである。実際，本書では，乙の理論構

成をもって，合衆国，ヨーロッパ，中東，アフ リカなどの各地の海港IC対して現実IC

適用され，それぞれの海港の事例IC対応して実証されている。

3. 本書の目次と慨要

乙ζで，本書の目次の構成と若干の要旨を述べてみる ζとにする。

第→日 問題意識

第一章目的と計画



第二章海港技術と経営組織の史的展開

第二部 生産関数と費用関数

第三章生産関数の選択原理

第四章待ち行列理論の適応

第五章 標準待ち行列モデノレの結果の信頼度

第六章 j混雑費用の実体

第七章多系列待ち行列理論

第八章海港サービスの長期費用

第三部 価格決定

第九章現実の価格決定と価格決定原理

第十章最適海港使用料

第十一章最適海港荷役料

第四部 海港システムの費用極小化

第十二章空間と時間IL対する費用極小化

第十三章実証研究 ーナイジエリア港一
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第一部iとおいては，先ず問題意識を提起するものである。海港貨物の積み換え方法

は，歴史的にみても，単純なものから複雑な多段階過程へと進展してゆく乙とは明ら

かである。そ乙で海港輸送の複雑化への発達過程を考察し，それにともなう経営組織

の発達やe技術革新などの過程を分析検討している。

第二部では，生産関数および費用関数についての分析が行われている。乙乙では，

Eの分析手法として，待ち行列の理論を採用している（P.30より）。 本書によれば，

ミ期総費用（long-runtotal cost=LRTC）と短期総費用（short-runtotal 

ost=SRTC）を求める方法として以下のようなモデノレを掲げている。

LRTC=A+cn+vA(q(nえ）＋S〕＋.Efi(Q)

SRTC=F+vA〔q（め＋SCA）〕＋.Egi(Q)

乙ζで

A＝長期固定費

F＝短期固定費

n＝パース数

c ＝パースあたりの資本費

,l ＝船舶到着数（時閥単位あたり船舶回転数）

v＝船舶時間費用

q (n.l) = 1隻あたりの予測待ち時間

S＝予測船舶サービス時間

Q＝海地取扱貨物室
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として，上述の式により，長期・短期費用を求めようとするものであるが。

このような手法で示すならば，LRTCを求める場合の VJ..〔qcni)+S〕 と，SRTC

を求める場合の VJ.〔qび）＋S(J.〕〕 が待ち行列理論の応用し，分析するものである。

待ち行列分析によって得られる結巣は，パース数と入港船舶数の比率によって海港に

おける生産性と費用発生f（差異がもたらされるという乙とである。すなわち lつの海

港f（完備されているパース数以上f（入港船舶数が多い場合f（おいては，停泊する乙と

が不可能な船舶が発生し，待ち時間分の生産性が低下するとともに，混雑費用が発生

する。乙 ζで混雑費用とは， 一般にいう道路輸送における渋滞による所要時間の培加

としづ混雑費用や，鉄道輸送における積載許容量超過という混雑費用とは異なり，貨

物の取り扱い能力の低下による費用の増加という意味で用いられている。また逆11:,

ノマース利用能力が高まるにつれて，貨物取り扱いの生産性が低下する場合も考えられ

る。すなわち，利用可能なパース数が過剰となり，入港する船舶の数を上回ってしま

い利用されていない状態にあるパースが発生し，海港施設が有効に利用されない場合

には施設維持費が増大し，また施設利用料を充分に獲得する乙とができないという結

果を導いてしまう乙とiとなる。

そ乙で，海港サービスの主主産性を向上させ，同時IL費用の極小化をはかるためには，

それぞれの海港の状況下において，どの程度が適正な海港規模であるかが問題となっ

て乙ょう。それを計量的IL表現するために，待ち行列理論を応用して，海港における

モデルを構築し，分析しようとするのである。そして同時に第二部においては，適正

クレーン数や適正倉庫許容量ILついても問機の分析が行なわれ，海港の適正規模とい

う重要な問題についての検討がなされている。そして，その成果を基縫として，資本

投下と海港荷役問題についての総合的な分析がなされている。

第三部はa価格決定方式について述べている。第九章では，現実の価絡決定方式に

ついて考察してあり，複雑な現実の価格決定方法はs最適海港使用料を算出するに充

分な理論的根拠の必要性が提起されている。その理論が第十章において述べられてお

り，価格水準と構造f（ついて考察されている。さら11:第十一章においては，最適荷役

費lζついての分析が行われている。

第四部は，ナイ、ンエリア港f（ついての実証研究が中心であり，本書で述べられてき

た最適海港使用料の理論と動態的海港システム投資の理論が特定の海港f（対しでも適

応しうるか否かを検証しようとするものである。そ乙て＼実際lζ待ち行列の理論で適

正パース数，適正海港施設数v適正許容Eを測定し，投資規模などを決定し，分析し

ている。

4. おわりに

「本書の研究の目的は，海港経営や行政サイドにとって，数量的に正当な判断を下
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すための助力となるととにある。」 CP. 3）と記されているが，確かに海港システム

の経営IL対して計量経済的理論を適応させる乙とは，近代化への lつの施策であると

言えよう。しかしながら 2 計量経済学全般について言われている乙とであるが，理論

は一般ICもの乙とを最も単純な状態ILおいて把握し，原理的な法則を抽象しようとす

るととろから出発するから，もともと静態的であって，動態の分析には，共通して弱

い面をもっている。よって実際上の経済の変動IL対応しきれるかという点において若

干の疑問は残る。特IL本研究における計量手法は，海港経営におけるハード（hard)

の分野IC対する分析法として使用されているだけになおさらである。というのは，海

港施設の規模の面から考えても，いったん構築された施設は，経済の変動IL対応して

改造する乙とは，非常IC困難であり，その失敗が海港経営を根本的な危機にまで導く

可能性をも持つわけである。よって，本書のように計量的分析ICたよりきってしまう

乙とには多少の疑問を持たざるを得ないとの不確実性の問題がある。

本書ILは上述のような問題点を残すものの今日までの海港研究には，計量手法の適

用はあまりなされておらず，海港経営の近代化へのlつのアプローチを提起したとい

える。本書のような研究方法は，今後わが国lとおいても導入され， 重要視せねばなら

ないと考える。それゆえIL，海港研究を志ざす者にとっては，一読IL値する書である

と言えよう。

(The Massachusetts Institute of Technology. 1982) 


